
広
げ
よ
う
！「
地　
　

地
消
」の
取
り
組
み

販

　

地
元
の
商
店
や
町
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か―

。 

地
販
地
消
の
取
り
組
み
は
こ
う
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
美
郷
町
総
合
計
画「
後
期
基
本
計
画
」で
定
め
た「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」か
ら
、 

地
販
地
消
に
関
す
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

美
郷
町
の
人
口
は
年
々
減
少
し
、
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
郊
外
へ
の
大
型
店
進
出
な
ど
の

影
響
で
、
地
元
で
消
費
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
地
元
の
商
店

や
町
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
に
は
、
量
販

店
に
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
商
品
に

安
全
・
安
心
な
ど
の
付
加
価
値
を
つ
け
て

販
売
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、
地
元
で
消

費
す
る
機
会
や
地
元
産
品
を
地
域
内
で
流

通
さ
せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
商
店
だ
け
で
な
く
、
農
家
や

企
業
、
消
費
者
で
あ
る
私
達
が
地
元
産
品

を
地
域
内
で
流
通
さ
せ
消
費
す
る
こ
と
で
、

町
の
活
性
化
の
原
動
力
に
も
な
る
の
で
す
。

　

平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
た
美
郷
町
総
合
計

画「
後
期
基
本
計
画
」で
は 

前
期
計
画
の「
水
環

境
保
全
」 「
交
流
促
進
」に
加
え
、新
た
に「
農
商

工
連
携（
地
販
地
消
）」 「
子
ど
も
育
成
」 「
安

全
・
安
心
」に
関
連
し
た
事
業
施
策
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
化
。 

こ
の
５
つ
を「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
位
置
付
け
、 

重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

な
ぜ
地
販
地
消
の

取
組
み
が
必
要
な
の
か

　

私
た
ち
消
費
者
に
で
き
る
こ
と―

。

そ
れ
は
地
元
で
お
買
い
物
を
す
る
こ
と
で

す
。
商
店
や
農
家
、
企
業
、
消
費
者
で
あ

る
私
た
ち
が
地
元
商
品
を
地
域
内
流
通
さ

せ
、
消
費
す
る
こ
と
で
街
の
活
性
化
の
原

動
力
に
な
る
の
で
す
。

３
月
に
は 

「
美
郷
町
地
販
地
消
推
進
計
画 

（
後
期
計
画
）」を
策
定
し
、 

平
成
26
年
度
ま

で
の
具
体
的
な
取
り
組
み 

（
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
） 

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　農産物や商品を生産する農家や企業、それを
販売する商業者、消費する町民の皆さん、全員
が町の経済を支えています。それぞれの立場か
ら、町の経済にとって地元産品の地域内流通が
重要であることを再認識することが必要です。

　地元産品の消費が増えることで、町の活性
化の原動力になります。さらに、安全安心な地
元産品をPRすることで、美郷町の魅力を育む
ことにもなります。

わ
た
し
た
ち
に
も
で
き
る

地
域
お
こ
し

　

町
で
は
、 

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
実
践

す
る
た
め
、 

平
成
19
年
度
か
ら「
美
郷
町

地
販
地
消
推
進
計
画 

（
前
期
計
画
）」 

を
定

め
て
、 

特
産
品
の
開
発
や
販
売
促
進
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
平
成
22
年

美
郷
町
地
販
地
消

推
進
計
画（
後
期
計
画
）を
策
定

地販地消を進めるには

地販地消を進めると

　地元で生産、加工、製品化された
安全安心な産品を、地域で消費す
るとう言う意味です。

地販地消とは

ま
ち
づ
く
り
戦
略  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ま
ち
づ
く
り
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

農
商
工
連
携（
地
販
地
消
）

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
む

子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
け
が
え
の
な
い
水
環
境
を

未
来
へ
つ
な
ぐ

水
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
々
が
ふ
れ
あ
い

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
る

安
全
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●座談会などでの啓蒙
　延べ 343人動員
●消費者アンケート
　３回実施

次のような取り組みを行いました。

前期計画アクションプラン（平成19年度～平成21年度）

　六郷字米町に災害時の避難
場所と商店街の駐車場を整備
し、観光やイベント情報の紹
介ができる掲示板を設置しま
した。

　町内の商店や事業所を「食
べる」「買い物」「つくる」などの
分野別にして掲載し、全戸配
布しました。併せて、まるごと
ホームページを開設しました。

にぎわい広場の整備

　約10％のプレミアムが付
いた地元で使える商品券を発
行し、たくさんの方にご利用
していただきました。

　一丈木公園通り商店会の６
店舗でご用聞き活動を実施。
他の加盟店の商品も一緒に宅
配するサービスが始められて
います。

　美郷まんまは６店舗、美郷
たぬ中は11店舗で販売され
ています。町の特産品として
着実に浸透しています。

美郷まんま・美郷たぬ中の開発

美郷まるごとガイドの発行 店舗連携宅配サービス

地販地消啓蒙活動 美郷町商品券の発行

引き続き座談会や総会などの機会に啓蒙活動を
展開するほか、次のような取り組みを推進します。

後期計画アクションプラン（平成22年度～平成26年度）

事業所（商品）PR活動

●商店会等による物販のイベ
　ントの開催
●店舗連携による「宅配サー
　ビス」の実施
●町内企業への訪問販売の実施【新規】
実施時期：H22年度～H24年度

事業所連携活性化

●イベントでの販促活動
●美郷特産品カタログの発行
　【新規H22年度発行予定】
実施時期：H22年度～H26年度

地元産品の販路拡大

空き店舗の活用推進

特産品の開発

●町ホームページによる情報提供
●空き店舗に入居する事業所への支援
●空き店舗を活用したイベントの開催【新規】
実施時期：H22年度～H26年度

次のページをご覧ください。

●清水を利用した商品の開発
●美郷まんま、美郷たぬ中な
　どのお土産商品化【H22年
　度予定】
実施時期：H22年度～H23年度

美郷まるごと地販地消事業

●ホームページでのPR
●ガイドブックによるPR
●多目的掲示板を利用したPR【新規】
実施時期：H22年度～H26年度

に
ぎ

ち

ち

し
ょ
う

は
ん
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